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市民マラソンの大会が全国各地で行われるようになった。2007 年には約 3 万
人のランナーが参加した東京マラソンが始まり、2011 年には大阪マラソン、
2012 年には奈良マラソンなど各都市での開催開始が続いた。 
神戸市においても 2011 年 11 月 20 日に第 1 回神戸マラソンが、約 2 万人の



































2016 年 11 月 20 日、第 6 回神戸マラソンが実施された。走者は約 2 万人で
あったが、海外からの申込者数は約 1500 人に上り、これまでの最高を記録し
たという。グローバル化の潮流は、都市のスポーツ・イベントにも大きな影響

































































さて、この図 1 は 2 つの軸を設定することによって民間・公共という単純な
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外に発信することを目的として、平成 23 年 11 月に第１回大会が開催され、そ














































































区分 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回 (単位） 備考
人的支援 627 283 153 127 87 人 ひょうごボランタリーネット登録希望者
物的支援 1,040 900 810 着 Tシャツ
2,100 850 670 枚 タオル
450 590 個 キャップ
173 着 スタッフウェア
775 1,450 856 728 362 着 ランナーウェア寄付
財的支援 2,297.0 1,922.0 2,001.4 1,898.5 2,008.8 千円 エントリー募金（参加料1％）
3,846.3 2,637.0 2,901.3 2,763.0 1,296.4 チャリティゼッケン・ナンバーカード
1,869.2 3,955.9 4,222.0 6,191.8 チャリティグッズ
207.8 177.6 ライセンスロイヤリティ
3,417.1 114.3 635.0 245.8 744.0 その他募金
計 9,560.4 6,542.4 9,701.5 9,307.0 10,241.0
(出所）神戸マラソン実行委員会資料（各回実績報告書データによる）











































第１回　 第２回　 第３回　 第４回　 第５回　
割合（％）
155 104 105 100 106 0.5
193 225 302 373 306 1.6
3,193 2,056 2,507 2,068 1,951 9.9
1,206 846 1,309 1,381 1,107 5.6
近畿 兵庫県 － － － 8,442 8,839 45.0
その他 － － － 5,009 5,391 27.4
計 15,578 14,271 14,116 13,451 14,230 72.4
838 631 762 712 571 2.9
806 567 680 683 546 2.8
470 314 339 307 328 1.7
519 89 261 275 515 2.6























第５回の EXPO 会場来場者数は、28,500 人、沿道応援者数は、612,000 人、
















区分 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回
ＥＸＰＯ来場者数 27,000 31,500 30,500 29,500 28,500
集客イベント(3箇所） 29,000 35,400 41,500 35,600 39,250
沿道応援者数 523,000 557,500 585,500 616,000 612,000





区分 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回
EXPO等 213 617 712 645 701
マラソン当日 5,881 6,485 6,515 6,770 6,743



















収入 金額 支出 金額
負担金等 113.1 広報費 44.0
補助金 63.0 関連イベント費 87.4
参加料 221.1 安全対策費 122.1
協賛金 244.0 大会運営費 350.7





区分 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回
ランナー（県内） － 13,059 5,043 15,931 4,094
ランナー（県外） － 66,044 52,529 48,982 27,375
ランナー（日帰り） 7,954 － － － －
ランナー(1泊2日） 32,455 － － － －
ランナー（2泊3日） 42,342 － － － －
来場者（近隣） － 2,042 2,399 2,961 2,909
来場者（神戸市内） － 4,526 3,121 3,660 3,386
来場者（兵庫県内） － 3,225 3,631 4,634 7,765
来場者（関西地域） － 6,189 6,106 7,091 5,625























第１回 第2回 第3回 第4回 第5回
国内 ランナー － 7.68 6.55 6.70 3.32
沿道観客 － 34.04 37.24 44.35 49.68
大会運営費 － 6.61 6.99 6.81 6.14
合計 － 48.33 50.78 57.86 59.14
県内 ランナー・沿道観客 35.10 34.24 35.75 41.62 42.34
大会運営費 6.60 6.61 6.99 6.81 6.14
合計 41.70 40.85 42.74 48.43 48.48





区分 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回
開催日 2011年11月20日 2012年11月25日 2013年11月17日 2014年11月23日 2015年11月15日
参加者 22,958 19,103 20,411 19,380 19,660
沿道観戦者 523,000 557,500 585,500 616,000 612,000
直接効果（県内分） 41.70 40.85 42.74 48.43 48.48
生産誘発額 59.30 63.05 65.92 74.25 74.55
就業者誘発数 627 445 465 534 530
















 1) 神戸マラソン実行委員会(2011)「第 1 回神戸マラソン実施報告書」 
 2) 神戸マラソン実行委員会(2012)「第 2 回神戸マラソン実施報告書」 
 3) 神戸マラソン実行委員会(2013)「第 3 回神戸マラソン実施報告書」 
 4) 神戸マラソン実行委員会(2014)「第 4 回神戸マラソン実施報告書」 































有効回収数：第 1 回 931 票、第 2 回 1,326 票、第 3 回 1,483 票、第 4 回 1,501
21第２章　ランナーの動向と特徴
票、第 5 回 1,519 票。 











ては、男性が 6 割～7 割強を占め、女性は 2 割強から 4 割弱になっている。概
していえば、3 分の 2 が男性で、女性が 3 分の 1 と、女性の割合がやや少ない
ことが分かる。時系列でみると、第 2 回から第 3 回にかけて、男性ランナーの
比率が増加したが、第 5 回大会では第 1 回大会の男性 3 分の 2、女性 3 分の 1
に戻っている。 
次に年齢は、40 歳代が 1 位で約 36％を占め、次いで 30 歳代が 30％、50 歳
代 17％と続いている。30 歳代から 50 歳代を合計すると、全体の 8 割強をしめ
ており、神戸マラソンのランナーは中年層が中心であることが分かる。また、








図 2－1 年齢 
 
ランナーは、どのような職業に就いているのだろうか。1 位は会社員で、3
分の 2 を占めている。2 位は公務員で 1 割強、以下、自営業、パート職、専業
主婦、学生の順である。神戸マラソンのランナーの 7～8 割は、会社員・公務
員であることが分かる。時系列でみると大きな差は見られないが、学生（大学
生・専門学校）が第 1 回の 1.9%から第 5 回では 4.0%と倍増している。この背
景には、神戸大橋で継続して活動した学生ボランティアが、3・4 年生になって、
ランナーとして出場したことを反映しているだろう。 
ランナーの居住地を検証すると、4 人に 1 人が神戸市内、兵庫県内が 2 割、
そして県外が 5 割強を占めている。県外ランナーが半数を超えており、県外ラ
男性 女性
2011年 第1回 63.0% 37.0%
2012年 第2回 76.4% 23.6%
2013年 第3回 72.7% 27.3%
2014年 第4回 69.8% 30.2%






図 2－2 職業 
 
 
図 2－3 居住地 
 
県外ランナーは、どこから来ているのだろうか。1 位は、第 1 回から第 5 回
まで連続して大阪府で、1 割強から 2 割弱を占めている。続いて、2 位も連続
して東京都で 4～5％を占めている。3 位から 5 位は、神奈川県、愛知県、京都

















都道府県名 人数（%） 都道府県名 人数（%） 都道府県名 人数（%） 都道府県名 人数（%） 都道府県名 人数（%）
1位 大阪府 12.8% 大阪府 14.6% 大阪府 18.4% 大阪府 17.4% 大阪府 19.0%
2位 東京都 4.0% 東京都 4.6% 東京都 5.0% 東京都 4.5% 東京都 4.5%
3位 神奈川県 2.6% 神奈川県 2.9% 神奈川県 3.6% 愛知県 3.4% 京都府 3.3%
4位 京都府 2.3% 京都府 2.4% 京都府 2.4% 京都府 2.7% 愛知県 3.1%
5位 愛知県 1.8% 愛知県 2.0% 愛知県 2.4% 神奈川県 2.7% 奈良県 2.4%
6位 千葉県 1.3% 滋賀県 2.0% 徳島県 2.0% 奈良県 2.2% 神奈川県 2.1%
7位 奈良県 1.0% 奈良県 1.9% 千葉県 2.0% 滋賀県 1.6% 千葉県 1.7%
8位 愛媛県 1.0% 徳島県 1.8% 奈良県 1.6% 千葉県 1.6% 広島県 1.7%
9位 埼玉県 1.0% 岡山県 1.6% 滋賀県 1.5% 埼玉県 1.2% 滋賀県 1.3%
10位 茨城県 0.9% 埼玉県 1.4% 埼玉県 1.5% 広島県 1.2% 三重県 1.2%
11位 広島県 0.9% 広島県 1.3% 広島県 1.4% 岡山県 1.1% 茨城県 1.1%
12位 福岡県 0.9% 福岡県 1.1% 静岡県 1.1% 徳島県 1.1% 徳島県 1.1%
13位 和歌山県 0.9% 千葉県 1.0% 三重県 1.1% 宮城県 1.0% 愛媛県 0.9%
14位 三重県 0.8% 茨城県 0.9% 福岡県 0.9% 三重県 1.0% 宮城県 0.9%
15位 岡山県 0.6% 香川県 0.9% 岡山県 0.9% 北海道 0.8% 埼玉県 0.8%
16位 静岡県 0.6% 三重県 0.8% 宮城県 0.9% 愛媛県 0.8% 福岡県 0.8%
17位 北海道 0.6% 愛媛県 0.5% 愛媛県 0.8% 静岡県 0.7% 岡山県 0.8%
18位 石川県 0.5% 宮城県 0.5% 和歌山県 0.7% 香川県 0.7% 和歌山県 0.7%
19位 香川県 0.5% 北海道 0.5% 香川県 0.7% 福岡県 0.6% 福井県 0.6%
















表 2－3 参加形態（男性） 
 
 
表 2－4 参加形態（女性） 
 
 
次に、ランナーの大会参加人数を検証しよう。「1 人」は、女性の 5～7 割に
対し、男性は 4 人に 3 人と遥かに多く、性差がみられる。逆に、「2 人」は、男
性の 1 割強に対して、女性では 4 人に 1 人と、同性友人との参加が多い。「6
名以上」のグループ参加は、男女とも 4～5％で、性差はみられない。 
宿泊状況は、男性の 6 割強、女性は 7～8 割が日帰りである。3～4 割の宿泊
者のうち、前泊が最も多い。当日泊のみは男女とも少なく、2 泊以上は 1 割前
後みられる。 
  
単独 家族・親戚 同好会・クラブ仲間 友人 職場の仲間 その他
2011年 第1回 69.2% 8.1% 5.5% 11.8% 8.0% 0.3%
2012年 第2回 76.5% 6.4% 3.2% 9.8% 5.3% 0.2%
2013年 第3回 74.0% 6.3% 4.4% 10.8% 5.1% 0.1%
2014年 第4回 74.4% 7.5% 4.7% 8.7% 4.5% 0.2%
2015年 第5回 67.1% 10.2% 4.2% 12.5% 5.7% 0.3%
単独 家族・親戚 同好会・クラブ仲間 友人 職場の仲間 その他
2011年 第1回 53.0% 12.4% 8.6% 23.1% 5.0% 0.3%
2012年 第2回 55.5% 12.7% 4.7% 23.1% 5.7% 0.3%
2013年 第3回 65.8% 9.2% 3.2% 18.1% 3.8% 0.1%
2014年 第4回 65.8% 12.4% 3.0% 15.5% 2.8% 0.5%
2015年 第5回 58.1% 16.9% 4.3% 13.7% 6.4% 0.6%
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表 2－5 大会参加合計人数 
 
 
表 2－6 宿泊状況 
 
  
1名 2名 3名 4名 5名 6名以上
男性 67.3% 15.1% 8.2% 2.3% 2.3% 4.8%
女性 50.8% 26.3% 10.2% 7.0% 1.1% 4.6%
男性 75.1% 14.6% 4.1% 3.4% 0.8% 2.1%
女性 53.2% 33.7% 6.0% 2.2% 0.7% 4.1%
男性 76.9% 11.6% 5.0% 1.8% 1.1% 3.6%
女性 68.4% 22.1% 4.6% 2.3% 1.3% 1.3%
男性 77.4% 9.9% 5.4% 2.7% 2.5% 2.1%
女性 69.3% 18.1% 6.4% 2.5% 1.2% 2.5%
男性 70.9% 15.4% 6.4% 1.5% 2.0% 3.8%






日帰り 前泊 当日泊 前当泊 3泊以上
男性 63.9% 26.7% 0.2% 8.3% 0.9%
女性 62.4% 21.0% 0.3% 13.9% 2.4%
男性 66.0% 23.7% 0.2% 7.2% 2.9%
女性 77.7% 15.5% 0.3% 6.5% 0.0%
男性 61.9% 27.7% 0.1% 8.9% 1.4%
女性 75.3% 14.2% 0.3% 8.4% 1.8%
男性 62.2% 22.7% 0.5% 12.1% 2.5%
女性 76.0% 13.9% 0.2% 9.2% 0.7%
男性 65.6% 25.3% 0.6% 6.7% 1.8%












るランニング大会を指している。第 2 回大会調査（2012 年）の結果から、ラ
ンニング経験は男性が 7.7 年、女性が 3.7 年で、女性より男性が約 2 倍の経験
年数である。市民マラソン大会の参加経験年数は、男性が 5.7 年、女性が 2.9
年である。すなわちランニングを始めて、2 年後に大会に参加するというパタ
ーンが浮き彫りになった。 
また、男性が 7.7 年、女性が 3.7 年という経験年数に着目すると、このデー
タは第 2 回大会（2012 年）であるので、7 年前（2007 年）に始まった「東京
マラソン」の影響が大きいことがわかる。それまでの 5 時間という都市型マラ
ソンの常識を破り、7 時間という、新たな制限時間を採用したことにより、募









会に参加しているのだろうか。過去 1 年間の市民マラソン大会は、男性は 3.6
回、女性が 2.0 回である。そして、過去 1 年間の宿泊を伴う市民マラソン大会
の参加回数は、男性が 1.1 回、女性が 0.7 回である。すなわち、男性ランナー




か。男性ランナーは年間 6 万円、女性ランナーは年間 33,622 円使っている。
都市型マラソン大会の参加費が 1 万円であることを考えると、男性ランナーは
宿泊を伴う都市型マラソンに 1 回、3～4 万円使い、近場の地方大会に 2～3 回、
2～3 万円消費していると推察される。女性ランナーは、1 回の宿泊を伴う大会










図 2－6 過去 1 年間のランニングと市民マラソン大会の参加に使った費用（性別） 
 
最後に、ランナーの 1 週間あたりのランニング時間と実施頻度を検証しよう。
男性ランナーは、週に合計 4 時間練習し、週に 3～4 日（平均 3.4 日）の頻度
で走っている。ということは、1 回の練習時間は 1 時間強ということになる。
女性ランナーは、週に合計約 3 時間（平均 2.9 時間）練習し、週に 2～3 日（平
均 2.4 日）の頻度で走っている。男性と同様に、1 回の練習時間は 1 時間強と
いうことがわかる。これは、神戸マラソンの出場ランナーは、40 歳代が最も多





























「全体の満足度」は、98%に上昇した。インターネットの RUNNET 注 1)におい
て、第 1 回大会では 76.2 点であったが、第 2 回大会では 93.1 点に向上し、東





評価の低かった「トイレ」は、第 4 回大会で 90%の評価を受け、「給水所」
も第 2 回大会以後、95%の評価を得ている。「観光情報サービス」は、第 1 回
大会の 78%から、第 5 回大会では 90%へ上昇した。特筆すべきは「沿道の応援」






























スローランナーの評価は、満足群が 133 名、不満群が 123 名、要望群が 83
名と続いている。「満足群」においては、大会の内容や全体の運営といったマネ
ジメントへの評価が高く、スタッフ・ボランティアや沿道の応援に対する感謝
2011年 第1回 2012年 第2回 2013年 第3回 2014年 第4回 2015年 第5回
1．大会の広報（HPを含む） 87.4% 91.8% 94.2% 96.5% 93.6%
2．大会の時期 96.6% 94.0% 97.4% 98.1% 94.2%
3．コース 83.3% 92.6% 91.5% 93.5% 92.2%
4．制限時間 94.8% 94.7% 97.0% 96.7% 97.6%
5．給水所 73.6% 96.1% 94.7% 96.7% 95.1%
6．トイレ 65.6% 69.1% 84.1% 90.0% 90.9%
7．スタッフの対応 94.8% 97.3% 88.3% 98.6% 98.9%
8．大会の運営全体 90.1% 96.8% 98.0% 98.4% 98.3%
9．参加者との交流 67.2% 72.4% 82.9% 84.9% 85.7%
10．沿道の応援（演奏を含む） 97.4% 96.7% 97.7% 97.4% 98.6%
11．観光についての情報・サービス 78.4% 78.6% 86.6% 88.3% 90.6%
12．参加費 74.7% 77.0% 85.2% 85.9% 86.6%































































































































ネジメントが魅力につながっている。4 位は「応援」で、第 1 回大会の沿道応
援者は 52 万人、第 2 回大会が 55 万人、第 3 回大会が 58 万人、第 4 回大会が














































































































が 97%、第 2 回大会が 98%、第 3 回大会が 99%、第 4 回大会が 98%と、回を
重ねるたびに、増加している。女性の再参加希望群は第 1 回大会が 95％、第 2
回大会が 97%、第 3 回大会が 99%、第 4 回大会が 99%と、男性同様に伸びて
いる。 
第 5 回大会において、男女ともに「ぜひ参加したい」と答えたランナーが、
























観光訪問先（第 4 回大会）をみると、1 位が「三宮センター街・旧居留地」、
2 位が「南京町」、3 位が「北野（異人館）」、4 位が「有馬温泉」、5 位が「明石









ろうか。宿泊費は日帰りを除き、市内 15,000 円、県内 8,706 円、県外 15,910
円となっている。全体平均では 15,843 円である。 
飲食費は、市内 2,068 円、県内 1,985 円、県外 5,421 円、全体平均では 4,281
円となっている。おみやげ代は、市内 2,845 円、県内 3,416 円、県外 4,966 円
と伸び、全体では 4,638 円である。その他（観光費など）は、市内 407 円、県
内 4,154 円、県外 6,880 円、全体では 7,360 円である。 
ランナーの総支出をみると、市内 2,637 円、県内 4,189 円、県外 27,611 円































① ランナーのプロフィールは、3 分の 2 が男性で、女性は 3 分の 1 と男性比
率が高い。年齢は 30 歳代から 50 歳代で全体の 8 割強と中年層が中心であ
る。最近、50 歳代と 60 歳代のランナーが増えており、アクティブシニア




② ランニング経験は男性が 7.7 年、女性が 3.7 年で、市民マラソン参加経験
は、男性 5.7 年、女性 2.9 年と、東京マラソンの影響が強い。男性ランナ
ーは年間 3.6 回、女性が 2 回、市民マラソン大会に参加している。年間 1
回は宿泊を伴う大会に参加し、2～3 回は日帰りで大会参加している。大会
参加に関して、男性ランナーは年間 6 万円、女性ランナーは 3 万 3 千円支
出している。男性ランナーは週 3～4 日の頻度で、週合計 4 時間走ってい
全体 県外 県内 市内
宿泊費 15,843円 15,910円 8,706円 15,000円
飲食費 4,281円 5,421円 1,985円 2,068円
おみやげ代 4,638円 4,966円 3,416円 2,845円
その他（観光費など） 7,360円 6,880円 4,154円 407円
総費用 16,810円 27,611円 4,189円 2,637円
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る。女性ランナーは、週に 2～3 日の頻度で、週合計 3 時間練習している。 















































神戸大学大学院人間発達環境学生涯スポーツ研究室：「第 1 回～第 5 回神戸マ
ラソン参加者に関する調査報告書」 2012, 2013, 2014, 2015, 2016. 
山口泰雄：「一行簡潔法と図式化によるイベント・教室の質的評価｣ 健康づく



















2011 年に開催された神戸マラソン第 1 回大会から 2015 年の第 5 回大会まで
のボランティア参加者を対象に、その意識と活動状況に関して調査を実施して













意図（第 1 回大会のみ） 
 （4）スポーツ活動状況： 
スポーツ実施頻度、スポーツ実施種目（第 1 回大会のみ） 
 （5）全体的な満足度のクロス集計結果（第 2 回大会以降）： 
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性別、年齢区分，応募形態，活動場所、参加回数，再参加意図 










 （1）第 1 回大会 
   1）母集団：神戸マラソン 2011 で活動した登録ボランティア 
   2）標本数：6,094 名 
 （2）第 2 回大会 
   1）母集団：神戸マラソン 2012 で活動した登録ボランティア 
   2）標本数：6,718 名 
 （3）第 3 回大会 
   1）母集団：神戸マラソン 2013 で活動した登録ボランティア 
   2）登録ボランティア数：6,419 名（個人ボランティア 895 名、団体ボラ
ンティア 5,524 名） 
 （4）第 4 回大会 
   1）母集団：「神戸マラソン 2014」で活動した登録ボランティア 
   2）登録ボランティア数：6,420 名（個人ボランティア 700 名、団体ボラ
ンティア 5,720 名） 
   ＊上記以外にも救護ボランティア，イベントボランティア、競技役員補
助ボランティアが約 1,000 名登録。 
 （5）第 5 回大会 
   1）母集団：「神戸マラソン 2015」で活動した登録ボランティア 
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   2）登録ボランティア数：6,047 名（エリアリーダー30 名、団体ボラン
ティア 5,426 名、個人ボランティア 591 名） 




（1）第 1 回大会 
個人ボランティア：事前説明会にてアンケート調査票を配布し、Fax で返送 
団体ボランティア：マラソン後にアンケート調査票を配布し郵送で返送 























 （1）第 1 回大会 
  回収数（回収率％） 
  個人ボランティア：285 票（23.8％） 
  団体ボランティア：633票（56.0％）「ボランティアリーダ ：ー94票（31.3％）、
高校生：306 票（66.7％）、大学生：233 票（72.4％）」 
 （2）第 2 回大会 
  回収数：740 票 
  個人ボランティア：115 票 
  団体ボランティア（高校）：204 票、団体ボランティア（大学）：170 票、
団体ボランティア（一般）：163 票 
  オフィシャルスポンサー：88 票 
 （3）第 3 回大会 
  回収数：687 票 
  個人ボランティア：77 票 
  団体ボランティア（高校）：235 票、団体ボランティア（大学）：175 票，
団体ボランティア（一般）：162 票 
  オフィシャルスポンサー：38 票 
 （4）第 4 回大会 
  回収数：656 票 
  個人ボランティア：37 票 
  団体ボランティア（高校）：197 票、団体ボランティア（大学）：154 票、
団体ボランティア（一般）：190 票 
  オフィシャルスポンサー：78 票 
 （5）第 5 回大会 
  回収数：626 票 
  個人ボランティア：50 票 











図 3−1 は、第 1 回大会から第 5 回大会までのボランティア参加者の「性別」
の推移を示している。第 1 回大会は男女の割合はほぼ同じ割合であった。第 2
回大会では男性の割合が 6 ポイント上回り、第 3 回大会では女性の割合が 6 割
を超え、男性を 24 ポイント上回っている。第 4 回大会では女性の割合が第 3
回大会より約 10 ポイント減少しているものの、女性の割合の方が高い。第 5





















第1回大会 第2回大会 第3回大会 第4回大会 第5回大会
図3−1 性別（％） 男 女
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図 3−2 は、第 1 回大会から第 5 回大会までのボランティア参加者の「年齢」
の推移を示している。すべての大会において最も高い割合であったのは「20 歳
未満」であった。特に第 3 回大会はボランティア参加者の約半数を「20 歳未満」
が占めていた。次に高い割合であったのは「20 歳代」であった。割合はそれほ














































第1回大会 第2回大会 第3回大会 第4回大会 第5回大会
図3−2 年齢（％）
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第1回大会 第2回大会 第3回大会 第4回大会 第5回大会
図3−3 職業（％）
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図 3−9 ならびに表 3−1 は、ボランティアへの応募動機をたずねた結果である
（第 1 回大会は該当質問なし）。応募動機 20 項目について「1.当てはまらない」、
「2.あまり当てはまらない」、「3.まあ当てはまる」、「4.非常に当てはまる」の中
から回答してもらった。いずれの大会において平均値が高かったのは「日常で
は得られない経験（第 2 回 3.42、第 3 回 3.51、第 4 回 3.44、第 5 回 3.31）」、
「神戸マラソンの成功に役立つ（第 2 回 3.25、第 3 回 3.33、第 4 回 3.29、第
5 回 3.26）」、「人のために役立つ（第 2 回 3.24、第 3 回 3.36、第 4 回 3.28、第



















0.0 0.0 1.3 1.1 2.1

























第2回大会 第3回大会 第4回大会 第5回大会
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出会い・交流 3.09 3.18 3.15 3.04 
他人と協力して目的達成 3.16 3.28 3.21 3.17 
新しい知識を得る 2.94 3.01 2.93 2.83 
日常では得られない経験 3.42 3.51 3.44 3.31 
社会的視野が広がる 3.09 3.21 3.16 3.06 
大きなイベントに興味 3.13 3.17 3.11 3.06 
ボランティアに興味 3.12 3.27 3.20 3.09 
仕事に役立つ 2.68 2.79 2.77 2.63 
人的ネットワーク 2.84 2.95 2.94 2.81 
自分の成長・向上 3.07 3.19 3.10 3.00 
自己の再発見 2.83 2.96 2.91 2.82 
知人からの勧誘・紹介 2.67 2.67 2.68 2.69 
職場，学校の活動の一環 3.03 3.09 3.19 3.11 
人のために役立つ 3.24 3.36 3.28 3.25 
社会に貢献 3.24 3.31 3.26 3.22 
地域に貢献 3.21 3.33 3.26 3.23 
スポーツが好き 3.27 3.23 3.25 3.19 
スポーツに関係のある活動 2.95 2.98 2.99 2.92 
神戸マラソンの成功に役立つ 3.25 3.33 3.29 3.26 





図 3−10 ならびに表 3−2 は、ボランティア参加後の満足についてたずねた結
果である（第 1 回大会は該当質問なし）。満足 18 項目について「1.当てはまら
ない」、「2.あまり当てはまらない」、「3.まあ当てはまる」、「4.非常に当てはまる」
の中から回答してもらった。いずれの大会において平均値が高かった項目は「人
のために役立つ（第 2 回 3.30、第 3 回 3.39、第 4 回 3.34、第 5 回 3.30）」、「日
常では得られない経験（第 2 回 3.29、第 3 回 3.41、第 4 回 3.35、第 5 回 3.28）」、
「地域に貢献（第 2 回 3.25、第 3 回 3.31、第 4 回 3.29、第 5 回 3.26）」、「協




















出会い・交流 3.11 3.20 3.15 3.08 
協力して目標達成 3.22 3.32 3.25 3.26 
新しい知識を得る 2.87 3.03 2.96 2.84 
日常では得られない経験 3.29 3.41 3.35 3.28 
社会的視野が広がる 3.11 3.20 3.15 3.08 
仕事に役立つ 2.68 2.90 2.85 2.72 
人的ネットワーク 2.77 2.86 2.85 2.80 
自分の成長・向上 3.00 3.17 3.07 3.02 
自己再発見 2.74 2.91 2.86 2.76 
人のために役立つ 3.30 3.39 3.34 3.30 
社会に貢献 3.14 3.24 3.20 3.18 
地域に貢献 3.25 3.31 3.29 3.26 
大会の盛り上げ 3.12 3.30 3.19 3.16 
自分の能力を発揮 2.86 3.00 2.96 2.89 
余暇を有効に過ごせた 3.01 3.10 3.04 2.96 
大会運営が適切 3.09 3.19 3.18 3.09 
事前の情報提供 2.85 2.91 3.01 2.95 













いる（第 1 回大会では「わからない」の項目はなし）。第 1 回大会では「参加
したい」が 8 割を超えている。第 2 回大会以降では「参加したい」が約 6 割で
推移している。 
また、「わからない」と回答しているボランティア参加者が第 2 回大会以降，
























ある。第 1 回大会から第 4 回大会までは「週 3 回以上」何らかの運動・スポー
ツを実施しているボランティア参加者が多かった。第 3 回大会以降から「週 1
〜2 回」運動・スポーツを実施しているボランティア参加者が増加している。
そして、第 5 回大会においては「週 1〜2 回」運動・スポーツを実施している
ボランティア参加者が最も高い割合となっている。 
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第1回大会 第2回大会 第3回大会 第4回大会 第5回大会
図3−13 スポーツ実施頻度













































非常に満足 まあ満足 あまり満足していない 満足していない
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た割合は、男性 92.0%、女性 93.7%となっており、大きな差はみられなかった。 
第 3 回大会、第 4 回大会と比較すると、「非常に満足している」と回答した
男性の割合には大きな変化はみられないが、女性は 51.4%（第 3 回大会）、42.1%






・応募形態と満足（第 1回大会，第 2回大会を除く） 
 













































































































































































































































































































・性別と再参加意図（第 1 回大会を除く） 
 








































































・年齢と再参加意図（第 1 回大会を除く） 













































図 3−30 は、第 4 回大会における年齢と再参加意図のクロス集計である。「参
加したい」と回答した割合は、「60 歳以上」86.2％、「30-59 歳」59.2％、「29
歳以下」56.0％となっており、第 2 回大会、第 3 回大会と同様、年齢が高い方
が再参加意図は高い傾向にあった。一方、「参加したくない」と回答した割合は、



































図 3−31 は、第 5 回大会における年齢と再参加意図のクロス集計である。「参
加したい」と回答した割合は、「60 歳以上」83.3％、「30-59 歳」70.4％、「29
歳以下」44.1％となっており，第 2 回大会，第 3 回大会，第 4 回大会と同様，
年齢が高い方が再参加意図は高い傾向にあった。 
一方、「参加したくない」と回答した割合は、「29 歳以下」が 11.1％、「30-59
歳」が 2.7％、「60 歳以上」が 0％となっており、「29 歳以下」が最も高い割合
であった。 




















































































































































































































































































































































































区分 第１回　 第２回　 第３回　 第４回　 第５回　
フルマラソン 20,642人 17,215人  18,267人  17,597人  17,621人
クォーターマラソン 2,316人 1,888人   2,144人   1,783人   2,039人




神戸マラソン開催の当日における応援･観戦者は、第 1 回の約 52 万人から
徐々に増加し、第 5 回大会ではやや前回を下回ったが約 61 万人であった。こ
うした応援･観戦者等に対し兵庫県立大学経済指標研究会は、神戸マラソン実行
委員会と共催でアンケート調査を実施してきた。このうち第 2 回大会（2012



















































2012第2回 32.0 35.2 10.2 0.4 18.8 9.8 7.5 3.5
2013第3回 41.6 36.1 10.7 1.2 5.8 5.2 3.7 3.7
2014第4回 33.9 37.0 11.6 1.3 12.9 9.4 4.4 2.5





















全　　体 42.0 35.0 6.6 0.4 8.4 7.7 5.8 4.4
２０才代以下・３０才代 37.3 44.0 4.0 0.0 5.3 5.3 6.7 6.7
４０才代・５０才代 47.2 36.2 4.7 0.8 5.5 7.9 6.3 4.7





















全　　体 42.0 35.0 6.6 0.4 8.4 7.7 5.8 4.4
近　　隣 23.3 31.4 15.1 1.2 15.1 15.1 8.1 5.8
神戸兵庫（除く近隣） 41.1 41.1 1.9 0.0 8.4 6.5 5.6 4.7
関西（除く兵庫） 50.0 39.6 6.3 0.0 2.1 2.1 4.2 2.1










「2 名」、「3～5 名」が多い。「神戸兵庫（除く近隣）」では、3 名以上（「3～5
名」＋「6 名以上」）のことが多く、「関西（除く兵庫）」及び関西地域より遠方
の「その他」では、ひとりでのことが多くなっている。 
また、年齢別にみると、「20 才代以下・30 才代」では、3～5 名のことが多

































用が増加傾向にある。また、「長距離バス」は、第 4 回、第 5 回では回答がな






























































応援・観戦の感想に関する質問は、第 3 回から設定した。第 3 回の結果をみ
ると、神戸マラソンを応援・観戦して感じたこととして、「勇気・元気をもらっ
た」、「ランナーとの交流・応援ができてよかった」といったマラソン大会その












第５回 22.2 54.0 15.1 5.2 2.8 0.4 0.4
第４回 26.1 54.6 14.4 2.5 1.8 0.3 0.3
第３回 28.8 46.2 16.1 6.6 1.9 0.3 0.0
第２回 25.7 49.3 14.1 6.9 2.9 1.1 0.0
◎居住地別（２０１５第５回） （単位：％）




全　　体 25.7 49.3 14.1 6.9 2.9 1.1 0.0
近　　隣 33.0 40.9 13.6 8.0 2.3 2.3 0.0
神戸兵庫（除く近隣） 22.2 54.6 13.0 6.5 2.8 0.9 0.0
関西（除く兵庫） 25.5 48.9 17.0 4.3 4.3 0.0 0.0
その他 18.2 54.5 15.2 9.1 3.0 0.0 0.0
◎きっかけ・契機別（２０１５第５回） （単位：％）




25.7 49.3 14.1 6.9 2.9 1.1 0.0
23.5 47.8 17.4 5.2 5.2 0.9 0.0
27.4 51.6 10.5 7.4 1.1 2.1 0.0
22.2 44.4 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0
30.4 47.8 13.0 4.3 4.3 0.0 0.0
42.9 52.4 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0
37.5 43.8 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0


































































































































第１回　 第２回　 第３回　 第４回　 第５回　
第１回は兵庫県立大学地域経済指標研究会の推計、第２回～５回はひょうご経済研究所の推計
沿線応援人数
第１回　 第２回　 第３回　 第４回　 第５回　
沿線応援人数 約523千人 約557.5千人 約585.5千人 約616千人 約612千人
（マラソン実行委員会調べ）
経済波及効果
（全国、億円） 105 110 116 132 135
101第４章　沿道応援者の動向と特徴
ース沿道の複数のポイントを移動しながら応援し、最終のゴールで完走したラ
ンナーを待ち受けることとなる。家族が出場に関しては 40 代・50 代、知人が



































































































 7) 日本生産性本部編(2015)『レジャー白書 2015』日本生産性本部。 












これまで、序章、第 1 章マラソン大会の概況、第 2 章ランナーの動向と特徴、
第 3 章ボランティアの動向と特徴、第 4 章沿道応援者の動向と特徴を検証して
きた。本稿では、今後のあるべき姿を検証する。2015 年の 7 月から 2015 年の
3 月にかけて、「これからの神戸マラソンの在り方検討委員会」（山口泰雄委員
長）が開催され、陸上競技関係者、経済界、観光、メディア（共催団体）、行政、
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